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　　　　　　　　　【問題と目的】
　広汎性発達障害に と も な うコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 困

難の根本は，語用論の障害（以下，語用障害）にある と

言われ，語用障害の領域は多様で 広範囲に わたる 。 そ

の 中で，人と関わろうとす る際に，状況とは無関係な

話題か ら始 めた り，前後 の 文脈には関連 の ない コ メ ン

トをする傾向は，広汎性発達障害児の多くに観察され

る語用障害 で ある（Attwood，1999）。
　不適切な行動を減少させる手続きとして，分化強化，
消去，レスポン ス コ ス ト法 タイムアウ ト法 過剰修
正法が用 い られて い るが，手続きが選択される原則 と

して ， 侵襲的でない 手続きである こ とと， 機能的代替

を提供する こ とが指摘されてい る（Alberto＆ Trout・

man ，1999 ）。手続き の 1つ で あ る 過剰修 正法は
， あ

る種の嫌悪的な特性がある もの の，報復的なもの で は

な く，適切な行動の訓練を含む とい う点か ら教育的で

ある と指摘されて い る（Azrin ＆ Foxx，1971）。

　そ こ で，本研究では，広汎性発達障害児におけるコ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 開始時へ の ス キ ル と し て ，会話を 始

め る時に良く使用され る言い 回 しや状況に見合 っ た

提案 の 獲得 に 焦点を当て た積極的過剰修正法を行 い ，
そ の効果を検討する こ とを目的 とした。
　　　　　　　　　　【方　法】
1）対象児
　広汎性発達障害 と診断された通常学級に 通 う小学
校低学年の 男子児童で，対象児 の WISC −III（8歳 0 ヶ

月時）の結果はFIQ＝83，　 vlQ＝79，　PIQ＝93で あっ た 。

2）介入期間および場所
　隔週 1回45分程度の個別指導を 3 ケ 月間，大学の プ

レイル
ー

ムで実施 した。セ ッ シ ョ ン は 5回 実施 した。
3）標的行動
　標的行動と して，前後の文脈に 関連の な い 会話を始
め る行動を不適切な行動，会話を始め る時の適切な言
い 回 しや状況に見合っ た提案を適切な行動と し た 。

4）手続き

　チ ェ ン ジ ン グ ・コ ン デ ィ シ ョ ン ・デザイ ン を用い て

2つ の 介入 の 効果を検討 した。本研究は言語 の 機能的

使用を重視 し，日常場面 で の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を視
野 に入れ た機会利用型指導に よ る積極的過剰修正法

を行 っ た 。

ベ ース ライ ン期 ：介入者 か らの 介入 は 行わず，対象児
か ら前後の文脈に関運の ない 会話が生じて も，関わ り

を続けた。
介入 1期 ；介入者は ，標的行動が出現し た際に，積極

的過剰修正法の手続き（  不適切な行動を し て い た こ

とを告げ（「突然，○○な話をされ て も，お兄ち ゃんは

何を したらい い の かわからな い よ」），  行うべ き修正

行動で ある，状況 に適切な言い 回 しを言うべ き である

こ とを説明 し （「○○知っ て る ？or　OO をや ろ う，
と言 っ て くれ る と対象 児が何 を した い の か 伝わ る

よ」），  修正行動 の 練習を行い，  元の活動に戻す）
を行 っ た。
介入 H 期 ：介入 1期 と 同様 の 手続きを着席した状態で

行 っ た 。

　　　　　　　　　　【結 果】
　ベ ース ラ イ ン お よ び介入期に おけ る，対象児 の標 的

行動 の 推移（不適切な行動 ： o，適切な行動 ： 1）をFi−

gure 　 1 に 示 した。
　介入の結果，ベース ライ ン 期では 182 ％（2111）で あ

っ た 適切な行動が，介入 1期で は40．0％ （2 ／5 ）， 介入

n 期 で は 68．75％（11116）に推移 し た 。 セ ッ シ ョ ン 毎の

手続きを行 っ た回 数（不適切な行動出現魏 に関して，S
1 で は 7 回，S2 で は 5回，　 S3 で は 2 回，　 S4 で は 2
回，S5 では 1回 と変化 した。
　　　　　　　　　　【考　察】
　本研究の結果，介入期における適 切な行動 の増加 お

よ び不適切な行動の 減少がみ られた こ とは，積極的過

剰修正 法が コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 開始時 へ の 介入 とし

て 有効 で あ っ たと言え る 。 しか しながら，介入デザイ
ン か らは本介入手続きそ の もの が 直接行動に影響を

与えたかは明 らか で な く（Hayes ，1981），今後，家庭
や学校な どさまざまな場面 に おい て も，同様 の手続き

が適切な行動の増加を導 くこ とを示 す こ とによ っ て，
介入手続きの 効果を示す必要があると言え る。
　広汎性発達障害児の語用障害を考慮する と，

コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン開始時へ の介入を含め た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 指導が必要 で あ り（Attwood，1999），本研究が

そ の 一助となると考え られる。

　＜
一一 BS期 　一一一一一一一一一一

米
一一

介入 1 期
一一

ト
ー一一一一一

介 入 H 期 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 1
1

0
　 12345678910111121314151611718192D 　 212223242526272829303132 （回）

　 ＜←
一一一一 一一一一

　S1　−一一一一一一一一一一一
一　一冖

　S2　− ←
一一

　S3　−一一一一i＞〈卜
一一一一一一　S4　→ 一 一　S5　≒ ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Figure　1 対象児の標的行動の推移
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